
令和３（２０２１）.4.55 4
公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
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国
民
年
金

▪
令
和
３
年
度
の
保
険
料
額

　
令
和
３
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
か
月

あ
た
り
１
万
６
千
６
百
１０
円
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、金
融
機
関
・
郵
便
局・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
保
険
料
の
前
納
割
引

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納

す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
３０
日
ま
で
に
、
１
年
分
を
ま
と
め

て
現
金
納
付
（
１
年
前
納
）
し
た
場
合
、

納
付
額
は
１９
万
５
千
７
百
８０
円
（
令
和
３

年
４
月
〜
令
和
４
年
３
月
分
の
保
険
料
額

が
対
象
）
で
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
３

千
５
百
４０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
ほ
か
に
、
２
年
前
納
、
６
か
月
前
納
、

口
座
振
替
の
早
割
な
ど
の
割
引
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
な
ど
、
後
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
退
職
し
、
学
生
に
な
っ

た
方
は
、
申
請
の
際
、
離
職
票
や
雇
用
保

険
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
な
ど
の
添
付
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
認

め
ら
れ
た
期
間
の
あ
る
方
が
、
後
か
ら
期

間
分
の
保
険
料
を
納
付
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
す
る
と
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２

２
（
５６
）
１
４
１
１

▪
年
金
の
予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年

金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て
い
る
年
金

の
相
談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き　
月
曜
〜
金
曜
日　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
４
時

申
込
み　
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
用
意
の
う
え
、
予
約

受
付
専
用
電
話
へ
☎
０
５
７
０
（
０５
）
４

８
９
０

▪
将
来
の
年
金
受
け
取
り
額
を
増
や
し
た

い
方
に　
付
加
年
金
制
度

　
付
加
年
金
と
は
、
納
付
す
る
保
険
料
に

４
百
円
を
上
乗
せ
す
る
と
、
将
来
受
け
取

れ
る
年
金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
手

続
き
を
し
た
月
か
ら
の
加
入
で
す
。

　
ま
た
、
産
前
産
後
の
保
険
料
納
付
免
除

期
間
中
も
、
加
入
で
き
ま
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
２０
歳
か
ら
６５
歳
未
満
で
国
民
年
金
第
１

号
に
加
入
し
て
い
る

※
海
外
任
意
、
高
齢
任
意
加
入
中
の
方
も

含
み
ま
す
。

▽
現
在
、
保
険
料
納
付
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い

▽
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
年
金
手
帳

※
代
理
人
が
申
出
す
る
場
合
、
委
任
状
と

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
郵
送
で
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
１

農
業
体
験
フ
ァ
ー
ム

利
用
者
を
募
集

プ
ロ
の
指
導
で
野
菜
作
り

　
体
験
農
園
は
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
・
後

片
付
け
ま
で
年
間
を
通
し
た
農
作
業
を
体

験
で
き
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
す
べ

て
利
用
者
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
種
や
苗
・
農
機
具
な
ど
は
農
園
主
が
準

備
し
ま
す
。
作
る
野
菜
は
、
農
園
で
異
な

り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と　
き　
令
和
４
年
２
月
ま
で

費　
用　
年
４
万
４
千
円

対　
象　
利
用
期
間
中
継
続
し
て
農
作
業

が
で
き
る
方

▪
体
験
フ
ァ
ー
ム　
華
農
園

▽
と
こ
ろ
…
小
川
西
町
５
︱
４３

▽
内
容
…
季
節
野
菜
の
栽
培
、
収
穫
、
交

流
会
、
花
づ
く
り
（
花
壇
苗
、
切
花
）

▽
募
集
区
画
（
１
区
画
２５
平
方
㍍
）
…
若

干
数
（
ほ
か
に
共
同
体
験
区
画
あ
り
）

▪
進
化
型
体
験
農
園　
み
ど
り
の
風

▽
と
こ
ろ
…
回
田
町
２
０
４
︱
１

▽
内
容
…
季
節
野
菜
の
講
習
と
栽
培
、
収

穫
、
交
流
会

▽
募
集
区
画
（
１
区
画
１７
平
方
㍍
）
…
２０

区
画

申
込
み　
４
月
１５
日
（
木
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
農
園
名
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
グ
ル
ー
プ
で
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
産
業
振
興
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０

１　
小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
３
３援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

農
作
業
を
お
手
伝
い

　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
農
家
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
農
作
物
を
育
て
て
出
荷
ま

で
の
作
業
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
活
動

前
に
、
養
成
講
座
で
座
学
と
実
習
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
講
座
は
、
野
菜
コ

ー
ス
と
果
樹
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

と　
き　
６
月
〜
１２
月　
午
後
１
時
〜
３

時
ほ
か

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
令
和
４
年
１
月

か
ら
。
詳
し
い
日
程
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
講
座
の
出
席
率
が
お
お
む
ね

７
割
以
上
で
認
定
。

と
こ
ろ　
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

（
立
川
市
富
士
見
町
３
︱
８
︱
１
）
ほ
か

対　
象　
２０
歳
以
上
の
健
康
で
定
期
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
方

定　
員　
各
１０
人
程
度

申
込
み　
５
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
、
は

が
き
に
「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス

を
記
入
の
う
え
、
JA
東
京
む
さ
し
小
平
支

店
指
導
経
済
課
（
〒
１８７
︱
０
０
３
２　
小

川
町
２
︱
１
８
２
７
）
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
３

号
を
、
返
信
用
表
面
に
「
広
島
平
和
学
習

希
望
」、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
過

去
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を
優
先
に
学

年
・
男
女
別
に
抽
選
し
、
結
果
を
全
員
に

通
知
）

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
３
４

ペ
ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
連
続
講
座

ほ
め
て
伸
ば
す
子
育
て

　
子
ど
も
を
叱
ら
ず
に
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
保
護
者
の
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
の
資

格
を
持
つ
教
育
相
談
員
が
、
子
ど
も
と
の

関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
伝
え
ま
す
。

と　
き　
５
月
１１
日
・
１８
日
、
６
月
１

日
・
１５
日
・
２９
日
、
７
月
１３
日
の
火
曜
日

　
午
前
１０
時
４５
分
〜
正
午　
全
６
回

と
こ
ろ　
教
育
相
談
室
（
小
平
元
気
村
お

が
わ
東
３
階
）

対　
象　
市
内
在
住
で
５
歳
〜
１０
歳
の
子

ど
も
の
保
護
者

定　
員　
８
人

※
事
前
に
子
ど
も
に
つ
い
て
話
を
伺
う
面

接
を
し
ま
す
。

申
込
み　
４
月
２３
日
（
金
）
ま
で
に
、
教

育
相
談
室
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
３
）
９
４
１
１

発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
た
め
の

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▪
小
平
市
・
白
梅
学
園
大
学
連
携
療
育
事

業
　
学
生
と
一
緒
に
、
絵
を
描
い
た
り
工
作

を
し
た
り
し
ま
す
。

と　
き　
▽
火
曜
造
形
…
５
月
１１
日
・
２５

日
、
６
月
２２
日
、
７
月
２０
日
、
９
月
２８

日
、
１０
月
５
日
・
２６
日
、
１１
月
３０
日
、
１２

月
７
日
・
２１
日
、
令
和
４
年
１
月
１１
日
・

２５
日
、
２
月
８
日
の
火
曜
日　
午
後
２
時

４０
分
〜
４
時
１０
分　

▽
土
曜
造
形
…
５
月
１５
日
、
６
月
５
日
・

１９
日
、
７
月
３
日
・
１７
日
、
９
月
２５
日
、

１０
月
９
日
・
３０
日
、
１１
月
６
日
・
２７
日
、

１２
月
１１
日
、
令
和
４
年
１
月
２２
日
の
土
曜

日　
午
後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分

と
こ
ろ　
白
梅
学
園
大
学

対　
象　
▽
火
曜
造
形
…
市
内
在
住
の
発

達
が
気
に
な
る
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
３

歳
以
上
の
未
就
学
児

▽
土
曜
造
形
…
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に

な
る
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
小
学
１
年
〜

３
年
生

定　
員　
各
１０
人

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

申
込
み　
４
月
１６
日
（
金
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
参
加
ク

ラ
ス
、お
子
さ
ん
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
通
園
・
通
学
先
、
学
年
（
特

別
支
援
学
級
・
教
室
の
場
合
は
学
級

名
）、
生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
白
梅

学
園
大
学
小
平
市
連
携
事
業
事
務
局
へ

（
〒
１８７
︱
８
５
７
０　
小
川
町
１
︱
８
３

０
）
V

０４２
（
３
１
３
）
４
８
０
５
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全
員

に
連
絡
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

就

学

援

助

給
食
費
な
ど
を
補
助

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り

の
方
に
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
国
立
ま
た
は
公
立

の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成
手
当
と
は

別
の
制
度
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
の
み
の
援
助
）

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費
で
困
っ

て
い
る

内　
容　
▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費
（
遠
足
・
移
動
教
室
な

ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着
な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
第
２４
条
に

基
づ
く
疾
病
の
治
療
の
み
）

▽
通
学
費
（
距
離
要
件
あ
り
）

申
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
在
籍
す
る
学

校
へ

※
市
外
の
国
立
ま
た
は
公
立
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
、
問
合
せ
先

へ
。

※
申
請
書
は
、
市
内
の
公
立
小
・
中
学

校
、
学
務
課
（
市
役
所
５
階
）
に
あ
り
ま

す
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
、
４
月
１５
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請

書
の
代
わ
り
に
、
学
校
か
ら
渡
さ
れ
る
委

任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
末
時
点
で
準
要
保
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
３
月
末
に
継

続
申
請
書
を
学
校
を
通
じ
て
送
付
し
ま
し

た
。

問
合
せ　
学
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

７
０

子
ど
も
の
個
別
学
習
教
室

受
講
生
を
募
集

経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭

　
経
済
的
に
お
困
り
の
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
小
学
６
年
生
・
中
学
生
を
対
象
に
し

た
無
料
の
学
習
支
援
教
室
で
す
。
家
だ
と

勉
強
に
集
中
で
き
な
い
、
学
校
の
授
業
に

つ
い
て
い
け
な
い
、
塾
に
行
か
せ
た
い
け

ど
経
済
的
に
難
し
い
な
ど
で
お
悩
み
の
家

庭
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
授
業
内

容
や
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
、
子
育
て
支

援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
象　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
世

帯
・
就
学
援
助
を
受
給
す
る
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
な
ど

と
こ
ろ　
市
内
公
共
施
設

定　
員　
５０
人

申
込
み　
４
月
２０
日
（
火
）
ま
で
に
、
こ

だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

会
館
４
階
）
へ
☎
０４２（
３
４
９
）０
１
５
１

※
４
月
中
旬
に
面
接
を
し
て
参
加
者
を
決

定
し
、
６
月
以
降
に
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
２
８

小・中
学
生
広
島
平
和
学
習

参
加
者
を
募
集

　
小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
広
島
を
訪
問
し
て
平
和
記
念
式

典
に
参
列
し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平

和
の
意
義
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
８
月
５
日
（
木
）
〜
６
日
（
金
）

の
１
泊
２
日

費　
用　
小
学
生
２
万
円
、
中
学
生
３
万

円対　
象　
市
内
在
住
の
健
康
な
小
学
５

年
・
６
年
生
、
中
学
生

※
事
前
研
修
（
７
月
１０
日
（
土
）
の
午

後
）、
事
後
研
修
・
平
和
学
習
参
加
報
告

と
被
爆
体
験
者
と
の
懇
談
（
８
月
２１
日

（
土
）
の
午
後
）
に
参
加
が
条
件
で
す
。

定　
員　
１０
人

内　
容　
平
和
記
念
式
典
参
列
、
原
爆
ド

ー
ム
・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
の
見

学
（
予
定
）

申
込
み　
４
月
２１
日
（
水
）
ま
で
（
必

着
）
に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
の

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
、

問
合
せ
先
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
４
月
１３
日
（
火
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持

参
ま
た
は
送
付

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
採
用
試
験

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
職
員
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
１

４
小
平
市
体
育
協
会

一
般
事
務
職
員
を
募
集

令
和
３
年
６
月
採
用

　
６
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
３１
日
ま
で

（
１
年
更
新
）
で
す
。

　
職
務
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

採
用
人
数　
若
干
名

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布　
４
月
２３
日

（
金
）
ま
で
、
市
民
総
合
体
育
館
で
配
布

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

H
検
索　
小
平
市
体
育
協
会

申
込
み　
４
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
、
採

用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
の
写

真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受
験
票
、
返
信
用

市

職

員

募

集

令
和
３
年
７
月
採
用

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
応
募
資
格

　
左
表
の
と
お
り

封
筒
（
本
人
の
宛
先
を
記
入
し
、
８４
円
切

手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
市
民
総
合
体
育
館

へ
持
参

問
合
せ　
小
平
市
体
育
協
会
☎
０４２
（
３
４

９
）
１
３
５
０

介
護
保
険
認
定

調
査
員
を
募
集

▪
会
計
年
度
任
用
職
員
（
専
門
職
）

勤
務
内
容　
市
内
、
市
外
の
介
護
認
定
調

査
、調
査
票
作
成
事
務（
パ
ソ
コ
ン
操
作
）

ほ
か

勤
務
日　
５
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
３１

日
の
平
日
週
４
日　
午
前
８
時
４５
分
〜
午

後
５
時
１５
分

対　
象　
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
介
護
保
険
認

定
調
査
の
経
験
が
あ
る
方

※
再
任
あ
り
。

募
集
人
数　
若
干
名

申
込
み　
４
月
１５
日
（
木
）
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
問
合
せ
先
へ
持
参

※
申
込
用
紙
な
ど
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
７
５
９

令
和
３
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
令
和
３
年
度
の
保
険
料
率
は
前
年
度
と

同
じ
で
す
（
表
１
）。
７
月
に
発
送
す
る

保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
納
付
が
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
の
方

で
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
令
和

元
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度

の
保
険
料
率
で
仮
に
計
算
し
た
額
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
に
保
険
料

を
軽
減
し
て
い
ま
す
が
、
軽
減
特
例
の
一

部
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
（
表
２
）。
詳
し

く
は
、
７
月
中
旬
に
発
送
予
定
の
保
険
料

額
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
被
扶
養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
者
、
無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不

明
な
場
合
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市

役
所
２
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
住

民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
納

付
が
可
能

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
）
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

で
き
ま
す
。
納
付
の
際
は
、
領
収
証
書
と

レ
シ
ー
ト
を
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
８

試
験
日　
５
月
２
日
（
日
）

※
採
用
試
験
要
項
・
申
込
書
は
、
送
付
で

請
求
で
き
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　

※
送
付
で
請
求
す
る
場
合
は
、
応
募
職
種

を
明
記
の
う
え
、
百
２０
円
切
手
を
貼
っ
た

職　
　
種

採
用

予
定

人
数

応　
募　
資　
格

一
般
事
務

７
人

程
度

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

一
般
事
務

（
障
が
い
者
対
象
）
若
干
名

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
１５
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る

▽
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
市
長
が
発
行
す
る
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
、
児
童
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
指
定
医
に

よ
り
知
的
障
害
者
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

▽
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
４５
条
に

定
め
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

一
般
技
術（
土
木
）

３
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

一
般
技
術（
建
築
）

１
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

一
般
技
術（
電
気
）

１
人

昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

保
育
士

３
人

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る

か
、
令
和
３
年
６
月
３０
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

学
芸
員

１
人

昭
和
３６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
芸
員
資
格
を
有
し
、

美
術
館
ま
た
は
研
究
施
設
で
近
代
日
本
美
術
に
係
る
実
務
経
験

を
２
年
以
上
有
す
る
方

市長への手紙と市政への提言は、市政に対するさま
ざまなご意見やご要望をお聴きする制度です。令
和２年度は、９９5件が寄せられました。その内容に
は、すぐに対応できたもの、長期的に検討しなけれ
ばならないものなどがありました。市では、皆さん
の声を率直に受け止め、今後の施策に役立てられる
よう努めています。令和２年度にいただいたご意
見、ご提案の一部を紹介します。

市長への手紙専用はがきは、市役所、健康福祉
事務センター、健康センター、東部・西部出張
所、公民館、図書館、地域センター、福祉会館
に置いてあります。意見を書いたはがきは、各
施設に備え付けの提案箱または郵便ポストに入
れてください。切手を貼る必要はありません。
いただいたご意見は、市長が目を通すととも
に、各担当課で検討し、今後の市政の参考にし
ます。ご意見は、小平市ホームページ（右図
QRコードからアクセス）、封書、ファクシミ
リ、電子メールでも受け付けています。

問合せ　市民課☎０4２（３4６）９5０８、
FAX０4２（３4６）９55０、Ainfo@city.kodaira.lg.jp

●防災行政無線で放送されている内容が聞き取れないので改善してほしい
◇気象条件や住宅事情、周辺道路環境などの影響で聞き取りにくい場合があります。
引き続き、放送機器などの改善に努めます。なお、放送内容は自動音声応答サービス
（☎０4２（３4１）０７９３）で確認できます（定時放送の愛のチャイムを除く）。

総務部

●新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少した事業者向けに、固定資産税
と都市計画税を免除してほしい
◇令和３年度課税に限り、減少割合に応じて事業用家屋と償却資産に係る固定資産
税・都市計画税の負担を軽減する制度があります。
●市の人権・身の上相談は休止しているが、代わりの相談先があることを積極的に広
報してほしい
◇人権に関する相談先として、法務局が実施している、みんなの人権１１０番（☎０5７０
（００３）１１０）をご案内しています。引き続き、周知に努めます。

市民部

ご意見・
ご感想QRコード

市長への手紙を出すには

●自転車のマナーが悪い人が多い。改善のために周知してほしい
◇市では、市報や小平市ホームページなどでの情報発信や、自転車ルールブックの配
布、自転車シミュレータによる交通安全教室、街頭での啓発キャンペーンなど、自転
車の正しい交通ルール・マナーの啓発活動をしています。引き続き、小平警察署など
と連携し、啓発活動を実施します。

都市開発部

●エコバッグを使っているので自宅にレジ袋がない。
瓶、缶などを出すために透明、または半透明の袋を買わ
ないといけないのか
◇瓶・缶・ペットボトルなどはカゴに入れて出すことも
できます。なお、その際は風などで飛ばされないような
工夫をお願いします。

環境部

●外見上は障がいがあるとわからなくても、周囲の人に障
がいがあるとわかってもらえるアイテムを考えてほしい
◇援助や配慮が必要なことを周囲に知らせる、ヘルプカー
ドとヘルプマークがあります。ヘルプカードは障がい者支
援課（健康福祉事務センター１階）などで配布しています。
ヘルプマークは東京都が作成しており、多摩モノレールの
一部の駅の駅務室や都立病院などで配布しています。
●大学の研究機関が高齢者向けに作成した、外出自粛時の生活の工夫が書かれたパン
フレット「おうちえ」がよくできているので、市でも利用してはどうか
◇高齢者支援課（健康福祉事務センター１階）や地域包括支援センターで配布するほ
か、小平市ホームページでもご覧になれます。

健康福祉部

市長への手紙

市政への提言

表 １　令和 3年度の保険料率

表 ２　均等割額、所得割額の軽減
均等割額の軽減

所得割額の軽減

被扶養者だった方の軽減

※「賦課のもととなる所得金額」とは、前年中の総所得、山林所得、
株式・長期（短期）譲渡所得などの合計金額から基礎控除額（合
計所得金額が２，４００万円以下の場合は４３万円）を引いた額です（雑
損失の繰越控除額は控除しません）。

+ ＝
年間保険料額

保険料額に
ついては１００円

未満切捨て
（限度額 ６４万円）

所得割額

賦課のもとと
なる所得金額※

×
８.７２％

均等割額

被保険者
１ 人あたり
４４,１００円

　同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計した額」
をもとに均等割額を軽減しています。

被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額｣ をもとに所得割額が
軽減されます。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減
割合

軽減後の
均等割額

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円以下 ７割 １３，２３０円

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円＋２８．５万円×（被保険者の数）以下 ５割 ２２，０５０円

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）
×１０万円＋５２万円×（被保険者の数）以下 ２割 ３５，２８０円

※６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特別控
除１５万円を控除します。
※世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定
する対象となります。
※毎年度 ４月 １日時点で世帯の判定をします。

賦課のもととなる所得金額 軽減割合
１５万円以下 ５０％
２０万円以下 ２５％

　後期高齢者医療制度の対象となった日の前日まで会社の健康保険
など（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった方は、資格取得から
２年を経過する月まで ５割軽減、所得割額は当面の間かかりません。

●小平市内の公共施設で自習ができるスペースはあるか
◇市内に１９館ある地域センターのロビーに机と椅子があり自習ができます。ただし、
電源は使用できません。

地域振興部


